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1.組織の概要

事業所名 照栄建設株式会社

代表者名 代表取締役 冨永 一幹

所在地 本 社 〒811-1393 福岡市南区向新町2丁目5番16号

西   支  店 〒814-0015 福岡市西区室見5丁目13番28号グランツリー室見 2階

東   営   業  所 〒813-0013 福岡市東区香椎駅前1丁目15番4号ブレス香椎駅前 2階

ﾄﾞｩｰﾌﾟ事業部 〒814-0015 福岡市中央区白金1丁目1番5号ルクセール薬院 1階

資材センター 〒811-1211 那珂川市今光6丁目25

環境管理責任者 代表取締役 冨永 一幹

担当者連絡先 総務部部長 岡冨 智明 TEL 092-566-1249

事業の内容 建築工事業 一級建築士事務所 宅地建物取引業

事業の規模 売上高 １４，８１３百万円（51期）

事業年度 6月～翌年5月

本 社 西支店
東営業所 ドゥープ

事業部

資材

センター

従業員数

(人)
９１ ３ ２ ３ ５

床面積

(㎡)
1,950.85 97.57 70.08 94.15 511.85

２.認証・登録の対象組織・活動

事業所名 照栄建設株式会社

所在地 〒811-1393 福岡市南区向新町二丁目5番16号

対象事務所 本社、西支店、東営業所、ドゥープ事業部、資材センター

活動 建築工事業 一級建築士事務所 宅地建物取引業
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２.ＥＡ２１ 実施体制

代表者
冨永一幹
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３. 環境経営方針

照栄建設株式会社は、福岡都市圏を中心に建設事業を中核とした企業活動を通じて、良質

な社会資本を整備・形成し、生活環境の改善に貢献している。

一方、環境問題は地球規模でますます深刻化しており、当社の企業活動も環境への負荷

の上で行われている。

これらを環境問題の原点として捉え、地球環境との調和・共生を目指し、環境問題への

取組みを最重要課題として、全社一丸となって法令遵守のもと取組みを推進し、環境経営

を継続的に改善する。

１．企業活動に伴う環境への負荷を削減するために、社員教育等を実施し、環境問題へ

の取組みの重要性等の意識を向上させながら、次の取組みを行う。

① 車両、機械類のエコ運転に努め、燃料を削減し、ＣＯ２排出量を削減する。

② 事業所の電気の省エネルギーを推進して、ＣＯ２排出量を削減する。

③ 節水による水使用量を削減する。

④ 企画・設計段階で、地球環境および地域環境への配慮を行い、ライフサイクル

にわたる省エネルギー・省資源、ＣＯ２削減等をお客様に提案する。

⑤ 建設廃棄物の発生の抑制・削減・リサイクルを推進して、産業廃棄物の最終処

分量を削減する。

⑥ 建設資材は、可能な限り再生品を使用する。

⑦ グリーン購入法に適合した事務用品の購入を推進する。

⑧ 現場において、接着剤、塗料及び溶剤等の化学物質の適正管理に努める。

⑨ 生物多様性の保全と持続可能な利用のために県内産木材の使用に努める。

２．当社の企業活動において関連する環境関連法規等を遵守する。

３．地域社会との連携を図り、良き企業市民として環境保全活動を積極的に実施し、地

域環境の保全に貢献する。

改定日：２０２１年１０月１日

照栄建設株式会社

代表取締役 冨 永 一 幹
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４.環境経営目標

環境目標 単位
該 当
事業所

2017～

2019

実 績

2020年度

目 標
2021年度

目 標
2022年度

目 標
中期目標

（2023年度）

1
二酸化炭素排出量の

削減
(売上金額億円比)

㎏-CO２ 全 社 4,057.79 4,037.50
（△0.50%）

4,017.21
（△1.00%）

3,996.92
（△1.50%）

3,976.63
（△2.00%）

(1)
ガソリン・軽油

使用量の削減
(売上金額億円比)

L 全 社 916.74 912.15
（△0.5%）

907.57
（△1.0%）

902.99
（△1.5%）

898.40
（△2.0%）

(2)
電気使用量の削減

(売上金額億円比)

kWh

全 社 4,346.47 4,324.74
（△0.5%）

4,303.01
（△1.0%）

4,281.27
（△1.5%）

4,259.54
（△2.0%）

本 社 等 1,369.47 1,362.62
（△0.5%）

1,355.78
（△0.1%）

1,348.93
（△1.5）

1,342.08
（△2.0%）

資材センター 82.22 81.81
（△0.5%）

81.40
（△1.0%）

80.99
（△1.5%）

80.58
（△2.0%）

建設現場 2,894.78 2,880.31
（△0.5%）

2,865.83
（△1.0%）

2,851.36
（△1.5%）

2,836.88
（△2.0%）

2
水使用量の削減

(売上金額億円比)

㎥

全 社 87.06 86.49
（△0.66%）

86.18
（△1.01%）

85.97
（△1.25%）

85.76
（△1.50%）

本 社 等 2.98 2.96
（△0.67%）

2.95
（△1.01%）

2.94
（△1.34%）

2.93
（△1.68%）

資材センター 0.33 0.328
（△0.61%）

0.327
（△0.91%）

0.326
（△1.21）

0.325
（△1.52%）

建設現場 83.75 83.20
（△0.66%）

82.90
（△1.01%）

82.70
（△1.25%）

82.50
（△1.49%）

3
省エネルギー・省資源・
CO２削減等の提案

（件数比）

％ 本 社 等 96.08 96.60
（0.54%）

97.00
（0.96%）

97.20
（1.16%）

97.40
（1.37%）

4
廃棄物最終処分量の

削減
(売上金額億円比)

t 建設現場 7.45 7.40
（△0.67%）

7.38
（△0.94%）

7.36
（△1.20%）

7.34
（△1.48%）

5
建設資材の

再生品使用
(外構費における比率)

％ 建設現場 1.70 1.710
（0.59%）

1.715
（0.88%）

1.72
（1.17%）

1.73
（1.47%）

6 県内産木材の使用
(件数比)

件 ドゥープ 8 9
（12.50%）

10
（22.22%）

11
（33.33%））

12
（44.44%）

7
環境保全活動の

継続的実施
回 全 社 25 25

（0.00%）

26
（4.00%）

27
（8.00%）

28
（12.00%）

目標設定に当たり、2017年度～2019年度実績の3か年平均を基準に設定する。購入電力の排出係数は、本社等・
資材センターはナンワエナジー「令和2年度調整後排出係数0.464kg-CO2／kWh」を使用、 建設現場は九州電力
「令和2年度調整後排出係数0.479kg-CO2／kWh」を使用した。※本社等：本社、西支店、東営業所、DOOPを指す
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５.環境経営計画

１）二酸化炭素排出量の削減

取 組 目 標
該 当
事業所

活 動 項 目

ガソリン・軽油使用料の削減
（エコドライブの実施）

全 社

ふんわりアクセル「ｅスタート」

アイドリングストップ

加減速の少ない運転

タイヤの空気圧をこまめにチェック

電気使用量の削減 全 社
スーパークールビズ・ウォームビズの実施

不要電気の消灯

２）水使用量の削減

取 組 目 標
該 当
事業所

活 動 項 目

節水活動の実施 全 社 節水活動の推進

３）省エネルギー・省資源・CO2削減等の提案

取 組 目 標
該 当
事業所

活 動 項 目

企画・設計段階での提案の実施 全 社 省エネルギー・省資源・ＣＯ２削減等の提案

４）廃棄物最終処分量の削減

取 組 目 標
該 当
事業所

活 動 項 目

廃棄物最終処分量の削減
建 設
現 場

分別によるリサイクルの推進

５）建設資材の再生品使用

取 組 目 標
該 当
事業所

活 動 項 目

建設資材の再生品使用
建 設
現 場

建設資材の再生品使用の推進
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６）県内産木材の使用

取 組 目 標
該 当
事業所

活 動 項 目

県内産木材の使用 ドゥープ 県内産木材使用の推進

７）環境保全活動の継続的実施

取 組 目 標
該 当
事業所

活 動 項 目

地域清掃活動の実施 全 社

地域社会との連携を図り、良き企業市民とし
て環境保全活動を積極的に実施し、地域環境
の保全に貢献（毎月２回の地域清掃活動の継
続）

ドゥープ事業部の取り組み

宗像古民家再生プロジェクト
築約100年の古民家の再生。当時の風合いを残しつつ、モダンかつ使い勝手の良い空間へ。
（内装には国内産のクリの木を使用）
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６.環境経営目標の実績とその評価

環境目標 単位
2017年度～2019年度

実 績
2022年度

目 標
2022年度

実 績
目標達成
の判定

二酸化炭素排出量
の削減

(売上金額億円比)

㎏-CO２ 4,057.79
3,996.92 3,729.68

○
削減率 1.50% 達成率  107.17%

水使用量の削減
(売上金額億円比)

㎥ 87.06
85.97 82.43

〇
削減率 1.25% 達成率  104.29%

省エネルギー・省資
源・CO２削減等の提案

（件数比）

％ 96.08
97.20 96.42

×
増加率  1.16% 達成率 99.20%

廃棄物最終処分量
の削減

(売上金額億円比)

t 7.45
7.36 5.60

○
削減率 1.20% 達成率 131.43%

再生品使用 ％ 1.70
1.72 2.41

〇
増加率 0.88% 達成率 140.12%

県内産木材の使用
（件数比）

件 8
11 1

×
増加率  37.50% 達成率 9.09%

環境保全活動の継続的
実施

回 25
27 27

○ 
増加率 4.00% 達成率 100.00%

エコアクション２１を運用した２０２２年度における目標に対する実績は次のとおりであった。

※2022年度目標の削減率並びに増加率は、2017年度～2019年度実績対比による。ただし、2022年度実績の達成率は2022年度目標対比とする。

●2022年度二酸化炭素排出量 556,879kg-CO2

①二酸化炭素排出量削減において、購入電力の排出係数は本社等・資材センターはナンワエナジー「令和２
年度調整後排出係数0.464㎏-CO2/kWh」を使用、建設現場は九州電力「令和2年度調整後排出係0.370kg-
CO2/kWh」を使用して算出した。

②二酸化炭素排出量削減のために、LED電球の導入、窓ガラスの遮熱等継続的に取組んでいる。また、クール
ビズ・ウォームビズに代わるものとして、2023年4月より業務において私服(軽装)着用を可能とした。

③全体ガソリン・軽油の使用量が前年比5.8％減少
給油量においては前年度121,023.25 Lから本年度113,946.56 Lと、7,076.69 L減少(▲5.8％）した。車両台数は

稼働台数104台から103台と1台減少、1台当たりの給油量は前年度1,163.68 L/台、本年度1,106.27 L/台と57.41 L/
台減少(▲1.9％)した。減少の要因として、WEB会議の活用や書類の電子化により車の往復が少なくなったこと
が考えられる。

④電気使用量は事務所全体では前年比12.2％減少、建設現場で前年比17.0％増加
本社・西支店・東営業所・ドゥープ事業部並びに資材センターの消費量は前年度217,515kWh、本年度

190,828kWhと26,687kWh使用量が減少（▲12.2%）。事務所使用量の減少要因としては、冬場(11月～３月)の
平均気温が前年より0.9℃高かったことでエアコン使用量が減ったと思われる(３月末で閉鎖した西支店の影響
は786kWh)。建設現場においては大型物件(258戸と176戸)の工事が重なった影響で前年度359,928kWhに対して
本年度421,229kWhと61,301 kWh使用量が増加（17.0%）した。

⑤水使用量は前年比で事務所は減少、現場は増加
本社・西支店・東営業所・ドゥープ事業部並びに資材センターの使用量は前年度486㎥、本年度441㎥と45

㎥減少（▲9.2%）。要因として本社の人員が４名減しているのが考えられる。建設現場における水消費量は
前年度10,067㎥、本年度11,769㎥と1,702㎥使用量が増加（＋16.9%）しているが、その要因は大型物件(258戸
と176戸)の工事が重なった影響と思われる。
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７.環境経営計画の取組結果とその評価

２）水使用量の削減

取組対象
達成
状況

取組計画
実施
状況

評価（今後の取組方向も含む）

ガソリン・軽油使用量の
削減
（エコドライブの実施）

○

ふ ん わ り ア ク セ ル
「ｅスタート」

○ エコドライブは引き続き実施。

社内での電子化(WEB会議や電子

回覧)が進み、車移動が減ったこと

で年間7,076.69Ｌ削減。引き続き、

DXの活用とエコドライブを実施す

る。

アイドリングストップ ○

加減速の少ない運転 ○

タイヤの空気圧をこま
めにチェック

○

電気使用量の削減 ○

クールビズ・ウォーム
ビズの実施

○
節電取り組み効果もあり、本社等
の事務所では使用量を前年比
12.2%削減できたが、現場におい
ては前年よりも17.0%使用量が増
加している。大型物件施工が
重なっていることが要因と考えら
れる。今後も無理なく省エネを
実施していく。

不要電気の消灯 ○

１）二酸化炭素排出量の削減

取組対象
達成
状況

取組計画
実施
状況

評価（今後の取組方向も含む）

節水活動の実施 〇 節水活動の推進 ○

電気使用量と同様に、本社等の事務
所では前年比9.2%削減出来ている
が、現場においては大型物件施工の
影響で使用量前年比16.9%増加。
引き続き、節水活動を実施していく。

３）省エネルギー・省資源・CO2削減等の提案

取組対象
達成
状況

取組計画
実施
状況

評価（今後の取組方向も含む）

企画・設計段階での提案
の実施

×

省エネルギー・省資
源・ＣＯ2削減等の提
案

○

２８件中２７件提案(96.42%)。
老人ホームの施工において環境配
慮型設計にならなかった。非住宅
でも省エネ仕様を採用できるよう
提案方法の見直しを図る。
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７）環境保全活動の継続的実施

取組対象
達成
状況

取組計画
実施
状況

評価（今後の取組方向も含む）

地域清掃活動の実施 〇
毎月２回の地域清掃
活動の継続

○

毎月２回の環境整備の実施に加
えて、環境保護活動として町内
会清掃１回、大橋駅前花壇の水
遣りを３回実施した。
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４）廃棄物最終処分量の削減

取組対象
達成
状況

取組計画
実施
状況

評価（今後の取組方向も含む）

廃棄物最終処分量の削減 ○
分別によるリサイク
ルの推進

○

分別の取り組みは実施できてい
る。ペーパーレス化の取り組み
により本社等において紙の購入
量が前年より 1.5ｔ (▲ 35.2%)
削減できた。
最終処分量は大型物件施工によ
り前年比25.4%増加するも、売
上億円比では目標達成。引き続
き、分別の推進を強化する。

５）建設資材の再生品使用

取組対象
達成
状況

取組計画
実施
状況

評価（今後の取組方向も含む）

建設資材の再生品の使用 〇
建設資材の再生品使
用の推進

○
再生品使用の推進を強化し、継
続的に実施する。

６）県内産木材の使用

取組対象
達成
状況

取組計画
実施
状況

評価（今後の取組方向も含む）

県内産木材の使用 × 県内産木材の使用 ○

DOOPブランドの分譲マンショ
ンの完成が翌期へずれ込んだた
め目標達成ができなかった。個
別のリノベーション案件を増や
すことで使用量を増やしていく。
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８．環境経営計画に基づき実施した
取組内容

地域清掃活動

ゴミ分別細分化の徹底

ドゥープ事業部の里山保全活動

紙の分別やペットボトルキャプを
集めて地域に貢献しています。
また不要パソコンは処分ではなく
回収していだだきリサイクルする
ことで環境へ配慮しています。

地域のラブアースクリーンアップに参加（2022年6月12日）

うきは市吉井町の耳納杉の里での森林整備活動。
耳納杉の生育を促すには竹などを間引きし、
風通しを良くしなければなりません。
隙間が出来て陽が入るまでになりました。

毎月1日と15日の環境整備

↑不要PCをリサイクルへ↑



環境上の緊急事態の試行及び訓練

マイナビローカス

省エネ実施

12

実況状況
（油圧パイプの損傷個所の下部にオイルパンを設置）

実況状況
（緊急事態発生時の評議会）

節電のポスターの掲示や電気の一部消灯を実施

1年間の取り組みを発表する部門プレゼン

福岡の高校生を対象に、建設業の
社会における役割などを解説

自部門の業務にSDGsを結び付けて、取り組みを発表している部門が多くありました



適用される法規制等 要求事項
遵守
状況

廃棄物の処理及び清掃に関する法律

一般廃棄物の処理 委託基準 ○

産業廃棄物の処理 処理の義務 ○

処理基準 ○

保管基準 ○

委託 ○

委託基準 ○

排出責任者 ○
多量排出事業者の義務 ○

産業廃棄物管理票の交付 ○

産業廃棄物管理票の写しの保存期間 ○

管理票交付者の報告書 ○

管理票の写しの送付を受けるまでの期間 ○
建設工事に伴い生ずる廃棄物の処理に関する例外 ○

投棄禁止 ○

焼却禁止 ○

建設工事に係る資材の再資源化等に関する法律（建設リ
サイクル法）

建設業等を営む者の責務 ○

分別解体等実施義務 ○
対象建設工事の規模の基準 ○
対象建設工事の届出・変更届出 ○

対象建設工事の届出に係る事項の説明等 ○

対象建設工事の請負契約に係る書面の記載事項 ○

再資源化等実施義務 ○

特定建設資材廃棄の再資源化等の完了報告義務及び記録
の作成、保存

○

資源の有効な利用の促進に関する法律（ラージリサイク
ル法）

事業者等の責務 ○

勧告及び命令に従うこと ○

騒音規制法
特定建設作業の事前届出 ○

規制基準の遵守 ○

振動規制法
特定建設作業の事前届出 ○

規制基準の遵守 ○

特定家庭用機器再商品化法（家電リサイクル法）
製品の長期使用、製品廃棄の際の適正な引渡、処理料金
の支払い

○

使用済自動車の再資源化等に関する法律
（自動車リサイクル法）

自動車所有者の責務 ○

使用済自動車の引渡義務 ○

再資源化預託金等の預託義務 ○

フロン類の使用の合理化及び管理の適正化に関する法律
（フロン排出抑制法）

第一種特定製品の適正管理 ○

フロンの引渡し ○

消防法

防火管理責任者の選任
消防計画の作成
訓練実施
点検・整備実施

○

労働安全衛生法 事業者の責務 ○

化学物質排出把握管理促進法ＰＲＴＲ法
化学物質等安全データシート（ＳＤＳ）の確認をして情
報を従業員他に周知

○

当社の事業活動において法的義務を受ける主な環境関連法規は次のとおりである。

９．環境関連法規等の遵守状況の確認
及び評価並びに違反、訴訟等の有無

建築物のエネルギー消費性能の向上に関する法律
（建築物省エネ法）

第一種特定建築物（床面積2,000㎡以上） ○

第二種特定建築物（床面積300㎡以上2,000㎡未満） ○

その他建築物（新築・増築。改築） ○

２０２３年６月１５日に上記の環境関連法規等の遵守状況を確認・評価した結果、
違反はありませんでした。
また、関係機関等からの指摘、利害関係者からの訴訟もありませんでした。
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１０．代表者による全体の評価と見直し・指示

14

2022年もまた、新型コロナウィルス感染対応に追われる1年であった。感染者が乱高下する中、

コロナウィルス感染防止のため、マスクの着用・手洗い・消毒・人と人の間隔をとる・部屋の

換気をする等の行動は、当たり前の行動として社会活動に定着した。

当社においても、会議体の見直し、時短・効率的な業務の改善をしてきた一方、大人数で行う

行事体を中止し、感染拡大防止の対応を行ってきた。コロナ禍にあって、社会的要請のひとつ

としてSDGsの推進が求められる中、当社として社内書類のペーパーレス化を図った。ペーパー

レス化を推進することにより、紙の使用量の大幅な削減が出来たとともに、業務の効率化にも

役立った。SDGsを推進する上で、大きな成果であると言える。

今後さらなるSDGsへの取り組みを強化推進していきたい。2022年環境目標に対する実績を見た

場合、電気・水の使用量が昨年より増えているが、工事件数の増加と猛暑によるものと推察され

た。引き続き目標値の設定を見直すことと、目標を達成できる環境を構築することが必要である

と考え、今後一層の環境活動に取り組んでいきたい。
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